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今後の特集ラインナップ 
 

 ７０２号 ２０１１年２月１日発売 

居住空間学・椅子編 『座るブルータス』 
 
 椅子から見えてくる人と暮らしと人生いろいろ。椅子は一番小さな居住空間です。 

 2008 年に復活したブルータスの名物企画『居住空間学』。古い家を自力で改修しながら住んでいる学者、

70 年代の名作住宅を住み継いだ音楽家など、まるで身体の一部のように親密な家と住み手との関係を取

材してきました。特集『座るブルータス』は、その居住空間学の椅子編。 

 人は、座ります。座らない日はありません。結局のところ、人生で一番長い付き合いの家具は「椅子」であ

り、椅子はわたしたちの「居場所」そのもの。10 年、30 年座り続けられる自分なりの「スタンダードチェア」を

家の一部として、あるいは自分の一番大切な居場所として選ぶ。壊れてもリペアして自分のものにしていく。

そんな椅子との付き合い方もあるでしょう。アートや工芸品としての椅子もあります。そして、今の椅子から

は今の暮らしが見えてくる。 

 椅子にまつわる物語はもちろん、椅子と空間、そして椅子と人との関係を見つめます。 
 

 ７０３号 ２０１１年２月１５日発売 

『緊急特集 桑田佳祐』 
クワタのコトバ、レキシ、ハナシ、コタエ、ノゾミ。 

 
 待たれるアルバムのリリースを前に、桑田佳祐が語り、桑田佳祐を語りたい。 

桑田佳祐が生み出す音、言葉を追いかける。 

桑田佳祐が何を読み、聴き、観ているのかを探し出す。 

桑田佳祐の詞を読み解き、膝詰めで話をし、歴史を辿り、 

答えを探し、望みを聞く。 

満を持して、そして猛スピードで、桑田佳祐特集を作成中です。 

スタッフ全員が思うこと。 

「このおっさん、日本にいなくちゃ困るじゃん」。 
 
 

 ７０４号 ２０１１年３月１日発売 

『旅に行きたくなるブルータス』 
 
 ネットには世界中の情報があふれていますが、旅に出て生の世界に直接ふれることで得られる見聞や感

動は別ものです。それらは脳に深く刻まれ、創造を生み、人生を豊かにするエネルギーになるのではない

でしょうか。ネット時代のいまだからこそ、旅に時間を費やすことは最高の贅沢なのかもしれません。今回

はそんな旅に今すぐ行きたくなるブルータスです。 
 

お問い合わせは マガジンハウス メディアプロモーション部 

担当：佐藤拓哉・江田行宏・横井元･大島正人・間瀬英之 

TEL：０３・３５４５･７１００ FAX：０３・３５４６・００３４ 


